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世界初の半導体レーザを使用した民生用レーザディスク（LD）プレーヤで
ある。これ以前のLDプレーヤが用いていたHe-Neガスレーザに比べ、当時
台頭してきたコンパクトディスク（CD）プレーヤと同じ半導体レーザを用
いることにより、小型化・安定化・低コスト化を実現した。半導体レーザ
の波長は780nmとHe-Neレーザの632nmに対して長く、しかも幅広い分布を
もっていることや、LDの信号がアナログで記録されていてピックアップ
（PU）で検出する再生信号の質に敏感であることなど多くの技術的問題が
あったが、本機での技術開発とノウハウの蓄積により、LDプレーヤの本格
的な普及が実現した。
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